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　事態がたいへん複雑になっている。ゲシュタルト心理学が持ち出され、全体主義という合言葉も生れて、新し

い世界観が、そろそろ登場の身仕度を始めた。

　古いノオトだけでは、間に合わなくなって来た。文化のガイドたちは、またまた図書館通いを始めなければな

るまい。まじめに。

　全体主義哲学の認識論に於いて、すぐさま突き当る難関は、その認識確証の様式であろう。何に依って表示す

るか。言葉か。永遠にパンセは言葉にたよる他、仕方ないものなのか。音はどうか。アクセントはどうか。色彩

はどうか。模様はどうか。身振りはどうか。顔の表情では、いけないか。眼の動きにのみたよるという法はどう

か。採用可能の要素がないか。しらべて呉《く》れ。

　いけないか。一つ一つ入念にしらべてみたか。いや、いちいちその研究発表を、いま、ここで、せずともよい

。いずれ、大論文にちがいない。そうして、やっぱり、言葉でなければいけないか。音ではだめか。アクセント

では、だめか。色彩では、だめか。みんな、だめか。言葉にたよる他、全体認識の確証を示すことができないの

か。言葉より他になかったとしたなら、この全体主義哲学は、その認識論に於いて、たいへん苦労をしなければ

なるまい。だいいち、全体主義そのものを、どんな様式で説明したらいちばんよいか。やはり、いままでの思想

体系の説明と同じように、煩瑣《はんさ》をいとわず逐条説明とするか。それでは、せっかくのゲシュタルトも

、なんにもなるまい。案外、こんなところに全体主義の困惑があるのではないか。

　さあ、なんと言っていいか。わからないかねえ。あれなんだがねえ。あれだよ。わからないかねえ。なんとい

っていいのか。ちょっと僕にも、などと、ひとりで弱っている姿を見ると、聞き手のほうでも、いい加減じれっ

たくなって来る。近衛公が議会で、日本主義というのは、なんですか？　と問われて、さあ、それは、一口でこ

うと説明は、どうも、その、と大いに弱っていたようであったが、むりもないことと思った。

　象徴で行け。象徴で。

　そうなったら面白い。

「日本主義とはなんでありますか？」

「柿です。」この柿には意味がない。

「柿ですか。それは、おどろいた。せめて、窓ぐらいにしてもらいたい。」

　まさか、こんなばかげた問答は起るまいが、けれどもこの場合の柿にしろ、窓にしろ、これこれだからこうだ

、という、いわば二段論法的な、こじつけではないわけだ。皮肉や諷刺《ふうし》じゃないわけだ。そんないや

らしい隠れた意味など、寸毫《すんごう》もないわけだ。柿は、こんな大きさで、こんな色をして、しかも秋に

実るものであるから、これこれの意味であろうなど、ああ死ぬるほどいやらしい。象徴と譬喩《ひゆ》と、どう

ちがうか、それにさえきょとんとしている人がたまにはあるのだから、言うのに、ほんとに骨が折れる。

　この認識論は、多くの詩人を、よろこばせるにちがいない。だいいち、めんどうくさくなくていい。理性や知

性の純粋性など、とうに見失っているらしく、ただくらげのように自分の皮膚感触だけを信じて生きている人間

たちにとっては、なかなか有り難い認識論である。ひとつ研究会でも起すか。私もいれてもらいます。

　自分の世界観をはっきり持っていなくても、それでも生きて居れる人は、論外である。そうでなくて、自分の

哲学的思想体系を、ちゃんと腹に収めてからでなければ、どんな行動も起し得ない種類の人間も、たくさんある

ことと思う。アンチテエゼの成立が、その成立の見透しが、甚《はなは》だややこしく、あいまいになって来て

、自己のかねて隠し持ったる唯物論的弁証法の切れ味も、なんだか心細くなり、狼狽《ろうばい》して右往左往

している一群の知識人のためにも、この全体主義哲学は、その世界観、その認識論を、ためらわず活溌に展開さ

せなければなるまい。未完成であると思う。それだけ努力のし甲斐《がい》があろう。

　日本には、哲学として独立し体系づけられて在る思想は少い。いろはがるたや、川柳や、論語などに現わされ

ている日常倫理の戒津だけでは、どうも生き難い。学術の権威のためにも、マルキシズムにかわる新しい認識論

を提示しなければなるまい。ごまかしては、いけない。

　これから文化人は、いそがしくなると思う。古いノオトのちりを吹き払って、カントやヘエゲルやマルクスを

、もういちど読み直して、それから、酒をつつしんで新しい本も買いたい。やはり弁証法に限る、と惚《ほ》れ

直すかも知れない。そうでないかも知れない。もっともっと勉強してみてからでなければわかるまい。とにかく

、自分の持っている認識論にもっと確信を持ちたいのであろう。



　にこりともせず、まじめに講義したい気持ちは、ある。けれども、多少、てれる、この感触は、いつわること

ができない。ゲシュタルト心理学や、全体主義哲学に就いて、知っているところだけでも講義しなければならな

かった。これだけでは、読者、なんのことかわかるまい。いけなかった。

底本：「もの思う葦」新潮文庫、新潮社

　　　1980（昭和55）年9月25日発行

　　　1998（平成10）年10月15日39刷

入力：蒋龍

校正：今井忠夫

2004年6月16日作成

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校

正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。


